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A
d
a

p
t
i

く
e

E
米
ロ
e
C
t

a
t
i

O

ロ
､

く
も
の

巣
過
程
お

よ

び

均
衡
価
格
の

安
定
性

奥

口

孝

二

-

問

題

競
争
市
場
の

安
定
分
析
の

一

般
均
衡
論
的
ア

プ
ロ

ー

チ

の

主
題
は

､

所

謂

弓
-

t

E
n

弓
e

e

村

の

静
学
的
均
衡
佃
櫓
の

安
定
性
で

あ
る

｡

こ

れ

に

対

し
､

古
典
的
な

く

も
の

巣
理

論
は

農

産
物
の

あ

る

期
の

需
要
お

よ

び

供
給

が

そ

れ

ぞ
れ

そ

の

期
の

価
樽
お

よ

び
一

期
前
の

価
格
に

依
存
す
る

需
給
均

衡
の

動
学
過
程
を

想
定
し

､

静
止

的
均
衡
佃

格
の

○

く
e

→

弓
e

e

打
払

の

安
定

性
を

問
題
に

す
る

｡

本
論
文
の

目

的
は

､

全

財
に

く

も
の

巣
過
程
を

通
用
し
た

場
合
と

､

そ

れ

を

特
殊
ケ

ー

ス

と

し

て

含
む

よ

り

一
般
的
な

動
学
体

系
の

均
衡
価
格
の

安
定
性
に

つ

い

て

試
論
的
議
論
を

展
開
す
る

こ

と

で

あ

る
｡

づ
U

n

Z
e

苧

m
巴
-

日

の

均
衡
成

長
モ

デ
ル

で

は
､

一

期
間
経
過

後
に

F
勺

已

が

○

已
･

一

己
t

と

な
る

も

の

と

想
定
さ

れ

て

い

る
｡

く

も
の

巣
過
程
を

全

財
に

適
用

し

た

場
合
に

も
､

供

給
に

つ

い

て

は

同
様
な

解
釈
が

可

能
で

あ

ろ

う
｡

し

た

が
っ

て
､

く

も

の

巣
過
程
の

一

般
化
は

理

論
的
に

は

十

分
そ
の

→

巴
∽

○

ゴ

早
野

冒

を

主
張
で

き
る

の

で

あ

る
｡

は

じ
め

に
､

花

財
の

場
合
へ

単
純
な

拡
張
を

お
こ

な

う
｡

く

も
の

巣
過

榔

程
で

は
､

今

期
も

継
続
す
る

で

あ

ろ

う
と

予

想
さ

れ

る

前
期
の

価
格
に

も

と
づ

い

て

生

産
が

行
な
わ

れ

る

が
､

こ

の

予
想
は

A
→

3
弓
-

内
.

1
.

中
ロ

ト

リ

戸

Z
e

ユ
○

く
0

〔

N

〕

の

P

d
む

七
t

才
e

e

対

句
e

O
t

P
t
-

○

ロ

と

称
さ

れ
る

一

般
的

な

予
想
形
成
式
の

特
殊
ケ

ー

ス

と

解
釈
さ

れ

得
る

か

ら
､

す

す

ん

で

守

d
P

p
t

才
2

e

出

七
e

O
t

邑
-

○

ロ

を

e

対
句

-

芝
t
-

y

に

導
入

し

た

体
系
を

考
え

る
｡

し
か

し
､

こ

れ

ら
二

つ

の

場
合
に

は
､

静
学
的
ま
た

は

静
止

的
均
衡
価

格
の

安
定
性
が

問
題
と

さ

れ

る

に

過
ぎ

な
い

｡

○

く
2

1

弓
e

e

打
払

の

均

衡
価

格
は

時
間
的
に

変
化
す
る

も

の

と

し
､

移
動
均
衡
を

考
慮
す
る

の

が

よ

り

現

実
的
で

あ

ろ

う
｡

そ

こ

で
､

需
要
に

p

ま
○

ロ
0

2
0

声
∽

訂
O
t

O

→

を

導
入

す
る

こ

と

が

考
え

ら

れ

る
｡

こ

の

場
合

､

移
動
均
衡
価
櫓
の

非
負
性
と

安

定
性
が

問
題
に

さ

れ

る
｡

最
後
に

p

ま
○

ロ
O

m
O

声
∽

訂
○
{

0
1

と

邑
p

勺
亡
く
e

e

出

七
e

O
t

p
t

-

O

P
を

同
時
に

考
慮
し

た

動
学
体
系
が

考
察
さ

れ

る
｡

二

く
も
の

巣
過
程
の

一

般
化

几

財
の

場
合

､

く
も
の

巣
過
程
は

つ

ぎ
の

よ

う
に

一

般
化
さ

れ

る
｡

左

辺
は
f

期
の

需
要
を

あ

ら

わ

し
､

右
辺

は

同
期
の

供
給
を

あ

ら
わ

す
｡

罵

給
は

均
衡
す
る

｡

P

は

価
格
ベ

ク

ト
ル

を

あ

ら

わ

す
｡

(

こ

b

月
叶

)

＋
｢

--
玩

L

只
叶

-
-
)

＋
む

た

だ

し
､

b
=
〔

包

も
】

払

=
〔

音
〕

さ

壷
止
…
〕

.

L

如
.

鵬

晦
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阜I

と

し
､

(
"

こ

き
叩

<
○

こ
=
-

＼

…
､

声
-

倉
Ⅳ
○

)

?
.

廿
､

､

軋
-

､

--
-

-

…
:
･

-

串

(

‥

こ

ぎ
>
〇

一

打
丁
‥

=
}

さ
)

言
l∧

○

こ
廿
㌧

)

申

こ
=
-

∴

…
:

〉

芦

と

仮
定
す
る

｡

仮
定
惚

胤

は

各
財
が

需
給
両
面
に

お
い

て

相
互
に

代
替
関

(

1
)

係
に

あ
る

こ

と

を

意

味
す

る
｡

ま

た
､

｢

旦
廿
○

と

仮
定
し
､

仙

に

は

非

負
の

均
衡
価
格
が

存
在
す
る

も
の

と

仮
定
す
る

｡

勺

の

均
衡
価
格
か

ら

の

偏
差
を

佃

と

す
る

と
､

仙
よ

り
､

(

こ
､

佃
(

叩

)

=

b
⊥
払

佃
(
叶

1
-

)

=
〔

塙
(
叶

-
-

)

q

=
〔

Q

も
=
b
⊥
ゎ

が

得
ら

れ
､

つ

ぎ
の

定
理
が

成
立

す
る

｡

た

だ

し
､

任
意
の

実
正

方
行
列

ゝ

=
〔

串

ご
〕

の

各
要
素
の

絶
対

値
を

と
っ

た

も
の

を

要
素
と

す
る

行

列
を

ゝ
＋

=
〔

す
母
一〕

と

あ

ら

わ
し

､

址

は

要
素
が

全
て

1

の

几

次
列
ベ

ク

ト

ル

を

あ

ら

わ

す
｡

(

以

下

同
様
)

定
理
1

(

→
払

亡

村

亡
ナ

1
.

∴
8
)

､

ま

>

?
崇

は

軸
ハ

〇

↓
○

(

即

ち
､

く

も
の

巣
過

程

仰
が

安
定

的
)

･
と

な

る

た

め
の

十
分
条
件
で

あ

る
｡

証
明

巳
○

内
2

日
N

訂
〔

山
､

→

訂
○

完
2

.

い
〕

よ

り

明
ら
か
｡

こ

こ

で
､

か

の

対

角
要
素
が

負
で

あ
る

こ

と
に

注
意
し
､

g

>

っ
丁

ぎ

=
(

b
⊥
玩
)

.

g

の

両
辺

に

b
.

を
か

け
る

と

b
.

g

>

b
.

(

b
⊥
ゎ
し

＋

g

Ⅳ
(

b
b
⊥
払
)

＋

g

=

守
宮

と

な

り
､

前
掲
の

定
理

は
つ

ぎ
の

解
釈
が

よ

り

容
易
な

定
理

と

同
等
に

な

る
｡

定
理
r

く

も
の

巣
体

系
山

が

安
定
で

あ

る

た

め

に

は

b
十

ま

>

哲
1

g

と

な
る
こ

と

が

十
分
で

あ

る
｡

三

A
d
P

官
-

く
e

H
粥

マ
ロ
O

t

邑
-

O

n

の

導
入

さ
て

､

つ

ぎ
に

前
節
の

く

も
の

巣
過
程
を

特
殊
ケ

ー

ス

と

し

て

含
む

P

臣
P

p
t

i

J

d
2

出

七
2

0
t

P
t

5
.

ロ

を

考
慮
し

た

動
学
体
系
を

考
え
よ

う
｡

P

巴
r

p
･

t

才
e

e

粥

勺
e

O
t

P
t
】

O

n

は

予
想

価
格
形
成
式
と
し

て

は

最
も

一

般

的
で

あ

る

と
さ

れ

て

い

る
｡

こ

れ

に

よ
る

と
､

次

期
の

予
想
価
格
の

今
期
の

そ
れ

に

対

す
る

増
減
は

､

今

期
の

実
際
の

価
格
と

予

想
価
格
と
の

差
に

比

例
す

(

2
)

る
｡

し

た
が
っ

て
､

つ

ぎ
の

ご

と

き

動
学
体
系
が

考
え

ら

れ

る
｡

(

与

)

b

月
叶

)

＋
｢

=

与
七
ズ
叶

)

＋
む

七
★

(

叶

＋
-

)

-
勺

書

(
叶

)

=

拇
(

勺
(
叶

)

-
勺
★

(
叶

)

)

た

だ
し預

=
〔

㌔
ミ
〕

h

叫

‖
〔
…

√
計

U
】

ざ
>
○

〉

叫

=
-

∴
…

･

盲

と
し
､(

い

)

★

㌔
宝

>
○

ゝ
=
-

∴

…
､

芦

㌔
ミ

肌
〇

.
叫

廿
㌧

. 心

こ
=
-

∴

…
‥

盲

と

仮
定
す
る

｡

な

お
､

星
印
は

予
想

価
格
に

関
す
る

こ

と

を

明
示

す
る

｡

く
も
の

巣
過
程
は

仙
で

栂
=
ト

(

ト

は

単
位

行

列
)

と

し

た

場
合
に

等

し
い

｡

こ

こ

で
､

非
負
の

均
衡
価
格
の

存
在
を

仮
定
し
､

実
際
の

価
格
及
び

予

想

価
格
の

均
衡
価
椅
か

ら
の

偏
差
を

そ

れ

ぞ
れ

♪
ト

ー

と

す
る

と
､

他

よ

h

ソ
､

花 7
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(

斗

)
､

b
佃
(
叶

)

=

雪
竹
(
外

)

～

ズ
叶

＋
-
)

-
L

只
叶

)

=

月
b
べ
叶

)

-
竹
(
叶

)

)

が

得
ら
れ

､

盲
一
廿
○

と

仮
定
し

､

他

の

体
系
に

な
お

す
と

､

(

ヰ

)
､

､

竹
(
叶

＋
-

)

=
(

ヽ

-
L

甲
十

転
じ

丁
-

預
)

竹
(

叶

)

=
勺
七
(
叶

)

勺
=
〔

ぎ
〕

--
ト

一

句
＋

出
h
T

-

岩

上

な
る

｡

こ

れ

よ

り
つ

ぎ
の

定
理
が

導
か

れ

る
｡

こ

の

定
理

は

栂
=
ト

の

場
合
定
理
1

と

同
じ

で

あ

る
｡

定
理
2

g

>
勺
十

崇

は

動

学
体
系
仙

が

安
定
で

あ

る

た

め
の

十
分
条
件

で

あ
る

｡

証
明

㈲

で

叉
叶

)

↓
○

と

な

る

と

き
､

心
よ

り

月
〇

↓
○

と

な
る

｡

よ
っ

て
､

㈱

の

安
定
性
は

他
の

安
定
性
よ

り

し
た

が

う
｡

巳
○

朽
2

日
N
-

e

〔

山
●

→
F
e

O

岩
ヨ

い

〕

よ

り
宮

>

勺
十

崇

の

十
分
性
は

明
ら
か

で

あ

る

が
､

直
接
証

明
し

て

み
ょ

う
｡

い

ま
､

ダ

の

任
意
の

固
有
値
を
ー

と

し
､

妄
lⅣ

-

と

仮

定
す
る

と
､

5
｢

･

と

Ⅳ

妄

⊥
l

㌔
L

lⅣ
-

-

5
L

>

セ
さ
ゝ

㌧

廿
恥

と

な

り
､

句
-

と

は

d

O

ヨ
ー

n
P

ロ
什

d

㌻

習
口

巴

を

も

つ

こ

と

に

な

り
､

呂
口

内
2

日

巴
e

〔

少

→
F
e

O

記
n

-

〕

よ

り

一
句
-

ヒ
一
廿
○

で

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

こ

れ

は
ゝ

が

固
有
値
で

あ
る

こ

と
に

矛
盾
す

る
｡

即
ち

､

ま

>

匂
十

宮

の

と

き

一
と

<
-

と

な

り
､

勺
(

こ

↓
○

で

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

四

A

ま
○

ゴ
○

ヨ
○

亡
∽

句
P
O
t

O
→

と

移
動
均
衡

本
筋
で

は

単
純
化
の

た

め

定
数
項
を

無
視
し

た
一

般
的
く

も
の

巣
過

程

に
､

需
要
面
か

ら

p

已
O

n
O

m
O

岳

訂
O
t

O
→

を

導
入

す
る
｡

こ

の

場
合

､

各
財
の

需
要
は

価

格
に

依
存
す
る

部
分
と

そ

れ

と

は

独
立
に

一

定
の

増
加

朋■7

率
で

増
加
す
る

部
分
と

か

ら

構
成
さ

れ

る
｡

即
ち

､

つ

ぎ
の

動
学
過
鞋
が

考
え

ら
れ

る
｡

(

h

)

b
勺
(
叶

)

＋
b

ス
ー

＋
q
)

-

=
払

佃
バ
叶

-
-

)

た

だ

し
､

蓮
き
Ⅳ
○

-

叫

=
-

＼
‥

‥
㌔

芦

(

l･･
一

＋
q
)

l】
′

【

＼

( (

トー トー

＋
… ‥･＋

q q

㌔ 七
＼ J

q

>
⊂〉

軋

=
-

∴

…
･

〉

ヨ

㈲

の

特
殊
解

竹
(

〇

(

こ

れ

が

移

動
均

衡

価

格
)

を

求
め
よ

う
｡

(
ペ

‖

-
(
ぺ

ゝ

=
〔
〈

ざ
〕

=
〔

已
二

…
:

白

テ
‥

…

§
〕

と

し
､(

〈

こ

竹
(

〇

=
ゝ
h

ズ
ー

＋

已
h

を
㈲

に

代
入

す
る

と
､

b
ゝ
～

ズ
ー

＋
q
)

ト

1
払

♭

叉
-

＋

已
丁

-

=
▲

只
-

＋
q
)

～

b
隻
句
む

(

【

＋

箸
)

h

-
払

軒

昂
(

-

＋

警
)

T
-

=

計

=
-

＼

…
･

〉

声

こ

れ
よ

り
､

○

■
異-
ぎ

(

-

＋

冨
)
h

O

〉

計

蛸

叫

噛
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N

)

≠

ん
叩

.

J
.

. ノ

′

∃
11

.

-

.j
川｡

1
.

H

j
-
】

与

う

〕
町

.

∽

ー

＋

雷

ー

且
(

主
=

計

=
-

∴

‥

…
､

讃

っ

ぎ
に

問
題
と

な

る

の
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